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密
化
な
ど
の
大
き
な
歴
史
的
転
換
が
あ
り
、
日
本
の

保
守
本
流
も
、
経
済
大
国
か
ら
政
治
大
国
・
軍
事
大

国
へ
の
転
換
に
伴
っ
て
、
戦
争
責
任
や
歴
史
認
識
の

問
題
が
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
は
っ
き

り
と
自
覚
し
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
日

本
に
お
け
る
攻
撃
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
が
東

ア
ジ
ア
情
勢
を
不
安
定
な
も
の
と
し
、
そ
れ
が
反
米

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
転
化
す
る
こ
と
を
危
倶
す
る
ア

メ
リ
カ
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
に
は
抑
止
的

な
態
度
を
と
る
だ
ろ
う
。

譲
欝
亀

『
世
界
』
に
連
載
し
て
い
た
論
文
を
ま
と
め
て
、

１
９
９
５
年
に
『
日
本
人
の
戦
争
観
』
と
い
う
本
を

岩
波
書
店
か
ら
出
版
し
た
。
類
書
が
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
幸
い
に
も
版
を
重
ね
、
今
は
岩
波
現
代
文

庫
に
加
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
の
出
版
か
ら
、

も
う
早
い
も
の
で
、
加
年
近
い
月
日
が
流
れ
た
こ
と

に
な
る
が
、
執
筆
時
に
漠
然
と
感
じ
て
い
た
「
今
後

の
歴
史
的
展
望
」
の
よ
う
な
も
の
を
、
箇
条
書
き
に

し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
本
来
な
ら
ば
、
舞

台
裏
に
属
す
る
事
柄
で
あ
る
が
、
正
直
に
書
い
て
し

（
一
）
歴
史
認
識
の
問
題
と
し
て
考
え
る
限
り
、

満
州
事
変
か
ら
ア
ジ
ア
。
太
平
洋
戦
争
に
至
る
一
連

の
戦
争
を
「
侵
略
戦
争
」
、
少
な
く
と
も
正
当
化
で

き
な
い
戦
争
と
考
え
る
人
が
、
今
後
は
多
数
派
と
な

る
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
の
戦
争
を
ア
ジ
ア
解
放
の
た

め
の
戦
争
、
あ
る
い
は
自
衛
の
た
め
の
戦
争
と
考
え

る
人
々
が
多
数
派
と
な
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

（
二
）
も
ち
ろ
ん
、
復
古
的
保
守
派
か
ら
の
強
烈

な
巻
き
返
し
が
予
想
で
き
る
が
、
こ
の
変
化
は
不
可

逆
的
な
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
変
化
の
背

景
に
は
、
冷
戦
の
終
罵
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
成
長

と
民
主
化
、
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
関
係
の
緊

ま
お
う
。

歴
史
認
識
問
題
を
自
分
の
『
持
ち
場
」
が
ら
老
え
る

ジ
で
＃
Ｕ

霧
璽
■

噸
や
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こ
の
認
識
を
前
提
に
し
て
考
え
て
見
る
と
、

２
０
０
７
年
９
月
の
第
一
次
安
倍
晋
三
内
閣
崩
壊
ま

で
の
時
期
あ
た
り
ま
で
は
、
一
応
想
定
内
の
変
化
だ

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
「
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く

る
会
」
の
動
き
や
小
泉
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
な
ど

の
動
き
は
あ
っ
た
も
の
の
、
世
論
調
査
で
み
る
限
り
、

か
っ
て
の
戦
争
を
自
衛
戦
争
と
考
え
る
人
の
割
合
は

常
に
１
割
前
後
だ
っ
た
し
、
改
憲
を
正
面
か
ら
掲
げ

て
登
場
し
た
第
一
次
安
倍
内
閣
は
世
論
の
反
発
を
受

け
て
自
滅
し
た
。
さ
ら
に
、
靖
国
神
社
参
拝
問
題
や

慰
安
婦
問
題
は
ア
メ
リ
カ
に
も
波
及
し
、
日
米
両
国

に
と
っ
て
も
、
歴
史
認
識
の
問
題
が
デ
リ
ケ
ー
ト
な

問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

吉
田
』
裕

し
か
し
、
そ
の
後
の
展
開
は
、
私
の
想
定
を
超
え

る
も
の
だ
っ
た
。
領
土
問
題
を
め
ぐ
る
攻
撃
的
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
と
拡
大
、
日
韓
・
日
中
間
に

お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
と
も

言
う
べ
き
現
象
、
保
守
政
党
と
マ
ス
コ
ミ
の
急
速
な

右
傾
化
、
２
０
１
２
年
吻
月
選
挙
に
お
け
る
自
民
党

の
圧
勝
な
ど
で
あ
る
。
な
ぜ
、
こ
う
し
た
事
態
が
生

じ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
構
造
改
革
が
進
展
す
る
中
で
、
日
本

社
会
と
国
民
意
識
の
変
化
が
ど
の
よ
う
に
進
行
し
た

か
、
と
い
っ
た
問
題
な
ど
も
含
め
て
多
面
的
な
分
析

が
必
要
だ
が
、
私
自
身
に
は
、
そ
う
し
た
能
力
は
な

い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
自
分
自
身
の
「
足
場
」
、
「
持
ち

場
」
で
あ
る
歴
史
学
の
問
題
と
し
て
、
問
題
を
自
己

批
判
的
に
と
ら
え
直
し
て
み
た
い
。

第
一
に
は
、
私
自
身
が
父
や
母
の
世
代
の
戦
争
体

験
の
問
題
に
、
こ
れ
ま
で
、
ど
こ
ま
で
真
剣
に
自
覚

的
に
向
き
あ
っ
て
き
た
の
か
と
い
う
反
省
で
あ
る
。

『
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
２
０
１
３
．
７
．
幅
よ
り鍵
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１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
６
月
躯
日
、
京
都
．

に
１
男
５
女
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
父
》

は
日
本
画
家
の
小
野
竹
喬
。
京
都
市
立
衣
・○

笠
小
学
校
、
京
都
府
立
第
３
中
学
校
卒
業
。
．⑥

－
９
４
０
（
昭
和
略
）
年
３
月
、
京
都
絵
画
専
。

門
学
校
（
現
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
）
本
科
卒
業
。
》

１
９
４
１
（
昭
和
恥
）
年
、
京
展
に
「
樹
林
」
。⑨

出
品
。
１
９
４
２
（
昭
和
Ⅳ
）
年
、
中
国
に
出
・

征
。
嵐
１
０
９
連
隊
３
大
隊
皿
中
隊
に
所
属
。
皿

１
９
４
３
（
昭
和
肥
）
年
ｎ
月
２
日
、
湖
南
函

省
北
部
の
常
徳
総
攻
撃
の
際
に
歩
哨
に
立
ち
、
。⑥

狙
撃
さ
れ
戦
死
。
享
年
坊
。
。

⑲
①
⑥
Ｏ
Ｇ
③
、
、
。
④
、
⑤
⑧
④
③
③
。
⑤
②
⑨
。
⑭
。
。
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悲
惨
な
戦
争
を
体
験
し
た
日
本
人
の
中
か
ら
、
戦
後
、

戦
争
や
軍
隊
に
対
す
る
根
強
い
忌
避
感
が
形
成
さ
れ
、

そ
れ
を
基
盤
に
し
て
、
戦
後
日
本
社
会
に
特
有
の
平

和
意
識
が
確
立
し
た
。
そ
れ
は
、
戦
争
の
被
害
者
と

し
て
の
自
己
認
識
を
核
に
し
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、

保
守
対
革
新
と
い
う
対
立
の
図
式
を
超
え
て
広
い
国

民
層
の
間
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
１
９
８
０

年
代
か
ら
１
９
９
０
年
代
に
入
る
と
、
か
っ
て
の
戦

争
の
侵
略
性
に
対
す
る
認
識
も
し
だ
い
に
形
成
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
『
日
本
人
の
戦
争
観
』
の
結
論
の

一
つ
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
だ
が
、
こ
こ
に
来
て
強

く
感
じ
る
の
は
こ
の
戦
争
体
験
世
代
の
存
在
の
重
み

で
あ
る
。
総
務
省
に
よ
れ
ば
、
２
０
０
８
年
の
時
点

で
、
１
９
４
５
年
８
月
晦
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
が

総
人
口
の
布
。
５
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
戦
中
派
の
中
心
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
大
正
生

ま
れ
」
は
、
総
人
口
の
わ
ず
か
４
．
４
％
に
す
ぎ
な

い
（
『
朝
日
新
聞
』
２
０
０
９
年
４
月
Ⅳ
日
付
）
。
昨
今
の

歯
止
め
を
失
っ
た
よ
う
な
右
傾
化
の
原
因
の
一
つ
は
、

軍
事
大
国
化
、
右
傾
化
の
抑
止
力
と
な
っ
て
き
た
こ

の
世
代
が
、
世
代
と
し
て
は
消
滅
し
つ
つ
あ
る
こ
と

に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
政
治
家
の
場
合
、
そ
の
傾

向
が
特
に
著
し
い
。

し
か
し
、
１
９
５
４
年
生
ま
れ
の
私
は
、
父
や
母

か
ら
戦
争
の
時
代
の
話
を
聞
き
出
そ
う
と
し
た
経
験

が
一
度
も
な
い
。
こ
れ
は
私
た
ち
の
世
代
の
共
通
の

特
徴
の
よ
う
だ
。
む
し
ろ
、
彼
ら
、
彼
女
ら
の
戦
争

体
験
に
意
識
的
に
背
を
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
青

年
期
の
自
己
形
成
を
と
げ
た
世
代
だ
と
い
う
思
い
が

強
い
。
政
治
的
に
は
、
戦
争
体
験
世
代
の
平
和
意
識

に
安
易
に
寄
り
か
か
り
な
が
ら
、
右
派
の
攻
勢
に
対

抗
し
て
き
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
屋
嘉
比
収

が
『
沖
縄
戦
、
米
軍
占
領
史
を
学
び
な
お
す
』
（
世

織
書
房
、
２
０
０
９
年
）
に
お
い
て
い
う
よ
う
な
意
味

で
、
体
験
か
ら
「
学
び
な
お
す
」
姿
勢
を
持
ち
え
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
最
近
書
い
た

『
兵
士
た
ち
の
戦
後
史
』
（
岩
波
書
店
、
２
０
１
１
年
）
は
、

そ
う
し
た
私
自
身
の
反
省
の
書
で
も
あ
る
。

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
戦
後
生
ま
れ
の
「
戦
後
責

任
」
の
問
題
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
戦
争
の
直
接
の
当
事
者
で
は
な
い
世

代
が
、
戦
争
責
任
と
自
分
自
身
と
の
位
置
関
係
を
明

確
に
す
る
た
め
の
概
念
が
「
戦
後
責
任
」
だ
と
思
う

が
、
こ
の
問
題
は
問
題
提
起
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ

て
し
ま
っ
た
。
父
も
母
も
戦
争
体
験
世
代
で
あ
り
、

戦
争
の
傷
跡
や
戦
争
の
生
々
し
い
記
憶
が
社
会
の
中

に
残
さ
れ
て
い
た
時
代
に
生
ま
れ
た
私
た
ち
の
世
代

こ
そ
が
、
戦
争
体
験
世
代
と
、
私
た
ち
の
あ
と
に
続

く
世
代
と
を
架
橋
す
べ
き
位
置
に
い
た
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
が
、
充
分
な
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
「
新

し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
」
は
、
い
わ
ば
、
そ

の
間
隙
を
縫
っ
て
、
直
接
的
な
当
事
者
意
識
を
持
て

な
い
世
代
の
、
対
日
批
判
に
対
す
る
即
時
的
な
反
発

を
、
組
織
化
し
よ
う
と
し
た
運
動
と
し
て
位
置
づ
け

る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
気
の
重
い
時
代
だ
が
、
．

ま
ず
自
分
の
「
持
ち
場
」
か
ら
、
常
に
問
題
を
と
ら

え
か
え
そ
う
と
す
る
姿
勢
だ
け
は
失
い
た
く
な
い
。

（
よ
し
だ
。
ゆ
た
か
／
一
橋
大
学
教
員
）
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小
野
春
男
。

（
お
の
。
は
る
お
）
。。。


